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鈴木光恵鈴木光恵さんさん

（県西総合病院（県西総合病院
初代総婦長）初代総婦長）

桜川市西飯岡桜川市西飯岡
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投稿をお待ちしています
応募方法：封書・FAX またはメールで
600 字以内　（氏名・住所・電話番号を記入）

応募のあて先・お問い合わせは市議会事務局まで
TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633
〒 309-1292　桜川市岩瀬 64 番地２
E-mail  gikai_s@city.sakuragawa.lg.jp
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　新年を迎え、皆様ますますご健
勝のこととお喜び申し上げます。
　昨年は市長交代をはじめ、市内
外でもさまざまな出来事があり
ましたが、今年は桜川市も大塚市
長のもとで、市政再生が本格始動
する年になると思います。
　今議会では、議員の請負禁止条
例が成立しましたが、倫理条例と
しては県内自治体の中ではまだ
まだおくれた内容で、これまで問
題となってきた工事発注の偏り
や議員の口利きなどの不正を防
止するためには、さらに厳しいも

のが必要ではないかと思います。
私たち議員が範となり、市長や職
員の皆さんにも不正な行為に厳
しく臨んでいただくようにした
いと思います。
　消費税増税もあり、まだまだ厳
しい経済情勢ですが、議会と執行
部と市民の皆さんが一体となっ
て桜川市を盛り上げ
ていきたいと思いま
すので、本年もよろ
しくお願いいたしま
す。

11 月
 ６日 議会運営委員会
 ６日 議会全員協議会
 ６日 第３回臨時会
 ７日 大分県臼杵市視察来訪
 20 日 議会全員協議会
 25 日 建設経済常任委員会
 29 日 議会運営委員会
 29 日 議会全員協議会

12 月
 　４日～９日　第４回定例会
 ４日 議会全員協議会
 ５日 議会全員協議会
 ６日 総務常任委員会
 ９日 議会全員協議会
 13 日 議会全員協議会

１月
 14 日 議会全員協議会
 20 日 議会広報特別委員会
 23 日 議会広報特別委員会
 24 日 議会運営委員会
 24 日 議会全員協議会
 24 日 第１回臨時会

議会日誌編集後記

次の定例会は

３月４日（火）
開会予定です。

みなさまの傍聴を

お待ちしています

仁平　実


